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福岡大学病院における第１例目の脳死肺移植の術後管理

―急性期の呼吸・循環管理―
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　要旨：福岡大学病院で第１例目の脳死肺移植術の術後管理を経験したので報告する．症例は，３２歳男

性．悪性リンパ腫に対して骨髄移植を受け，骨髄移植後移植片対宿主病を発症し，閉塞性細気管支炎とな

り肺移植の適応となった．手術は，左片肺脳死肺移植術を行った．術後，軽度の虚血再灌流傷害，急性拒

絶をきたしたが，術後４日目には気管挿管チューブを抜管し，術後１２日目に外科系集中治療室を退室した．
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